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①身体障がい者 

＜障がい者雇用状況別＞ 

全ての区分で「業務適性や能力の把握と適切な作業配分」が最も高く、次いで「従業員の障がい特性の

理解と対応方法」、「働きやすい設備・施設・機器等の改修」が高くなっている。 

 

 

 

 

＜今後の障がい者雇用意向別＞ 

全ての区分で「業務適性や能力の把握と適切な作業配分」が最も高く、特に＜積極的に障がい者雇用を

進めたい＞および＜不安な点（課題）がある程度解決できれば雇用したい＞では５割以上となっている。

次いで「従業員の障がい特性の理解と対応方法」が高くなっている。 
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全体 (N=1,900) 積極的に障がい者雇用を進めたい (N=191)

不安な点（課題）がある程度解決できれば雇用したい (N=502) 一定数の雇用を行っており、当面雇用の予定はない (N=368)
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②知的障がい者 

＜障がい者雇用状況別＞ 

全ての区分で「業務適正や能力の把握と適切な作業配分」が最も高く、次いで「従業員の障がい特性の

理解と対応方法」となっている。 

 

 

 

 

＜今後の障がい者雇用意向別＞ 

全ての区分で「業務適性や能力の把握と適切な作業配分」が最も高く、次いで「従業員の障がい特性の

理解と対応方法」となっている。また、＜一定数の雇用を行っており、当面雇用の予定はない＞では「本

人の労働意欲、作業態度、向上心」が約３割と他の区分に比べて高くなっている。 
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③精神障がい者 

＜障がい者雇用状況別＞ 

全ての区分で「業務適正や能力の把握と適切な作業配分」が最も高く、次いで「従業員の障がい特性の

理解と対応方法」となっている。 

 

 

 

＜今後の障がい者雇用意向別＞ 

全ての区分で「業務適性や能力の把握と適切な作業配分」が最も高く、次いで「従業員の障がい特性の

理解と対応方法」となっている。また、＜不安な点（課題）がある程度解決できれば雇用したい＞および

＜一定数の雇用を行っており、当面雇用の予定はない＞では「本人の労働意欲、作業態度、向上心」が３

割弱と他の区分に比べて高かった。 

 

 

 

％

従
業

員
の
障
が
い

特
性
の
理

解
と

対
応
方
法

業
務

適
性
や
能
力

の
把
握
と

適
切

な
作
業
配
分

賃
金

や
賞
与

、
福

利
厚
生

、

休
暇

制
度
な
ど
労

働
条
件
の

見
直

し

勤
務

時
間
の
調
整

な
ど
就
労

へ
の

配
慮

通
勤

や
宿
舎
な
ど

生
活
面
へ

の
配

慮

業
務

内
容

、
勤
務

時
間
等
へ

の
家

族
の
理
解
や

支
援

働
き

や
す
い
設
備

・
施
設
・

機
器

等
の
改
修

通
院

や
治
療
へ
の

配
慮
や
労

働
安

全
衛
生
の
確

保

本
人

の
仕
事
や
生

活
面
の
悩

み
へ

の
外
部
機
関

の
支
援

本
人

と
の
対
話

、
余
暇
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン

な
ど
職
場

の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の

確
保

職
場

内
で
の
支
援

者
の
配
置

職
場

に
お
け
る
能

力
開
発
や

訓
練

の
充
実

長
期

休
業
や
作
業

能
力
低
下

時
の

対
応

（
福
祉

・
医
療
な

ど
と

の
連
携

）

本
人

の
労
働
意
欲

、
作
業
態

度

、
向
上
心

特
に

な
し

無
回

答

34.0
37.1

3.9 7.6
3.2 3.8

9.9
8.9

4.0
6.8

14.0

1.9
4.8

17.5

6.3

31.4

37.8
41.3

3.8

9.1

3.8 4.4
9.6

10.0

4.7
7.1

15.3

2.4 5.5

18.5

5.5

26.326.1
28.3

4.0 4.5
1.9 2.8

10.5
6.8

2.6
6.1

11.3

0.8
3.4

15.5

7.8

41.9

0

10

20

30

40

50

全体 (N=1,900) 現在、障がい者を雇用している (N=1,282) 現在は障がい者を雇用していないが、以前雇用していた (N=618)

％

従

業
員

の
障

が
い

特
性

の

理
解

と
対

応
方

法

業

務
適

性
や

能
力

の
把

握

と
適

切
な

作
業

配
分

賃

金
や

賞
与

、
福

利
厚

生

、
休

暇
制

度
な

ど
労

働

条
件

の
見

直
し

勤

務
時

間
の

調
整

な
ど

就

労
へ

の
配

慮

通

勤
や

宿
舎

な
ど

生
活

面

へ
の

配
慮

業

務
内

容

、
勤
務

時
間

等

へ
の

家
族

の
理

解
や

支

援

働

き
や

す
い

設
備

・
施

設

・
機

器
等

の
改

修

通

院
や

治
療

へ
の

配
慮

や

労
働

安
全

衛
生

の
確

保

％

本

人

の
仕

事
や

生
活

面

の

悩

み
へ

の
外

部
機

関

の

支

援

本

人

と
の

対
話

、
余

暇

・

レ
ク

リ
エ
ー

シ

ョ

ン

な

ど
職

場
の

コ
ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

の
確

保

職

場

内
で

の
支

援
者

の

配

置

職

場

に
お

け
る

能
力

開

発

や

訓
練

の
充

実

長

期

休
業

や
作

業
能

力

低

下

時
の

対
応

（
福

祉

・

医
療

な
ど

と
の

連

携

）

本

人

の
労

働
意

欲

、
作

業

態

度

、
向
上

心

特

に

な
し

無

回

答

34.0
37.1

3.9
7.6

3.2 3.8

9.9 8.9

53.3
55.6

4.4
8.9 8.9

13.3

6.7
8.9

48.0
53.3

4.0

14.0

4.7 4.7
9.7

14.3

47.1
51.8

2.4

12.9

3.5 4.1

11.2 12.4

41.9
45.5

6.1
10.1

2.9
5.4

14.1
11.6

32.5
35.4

3.8 5.0 3.2 3.5

12.0
8.5

0

10

20

30

40

50

60

70

全体 (N=1,900) 積極的に障がい者雇用を進めたい (N=45)

不安な点（課題）がある程度解決できれば雇用したい (N=321) 一定数の雇用を行っており、当面雇用の予定はない (N=170)

現状では障がい者の雇用は難しいが、将来的には検討したい (N=277) 障がい者雇用は考えていない (N=686)

4.0
6.8

14.0

1.9
4.8

17.5

6.3

31.4

15.6

6.7

22 2

6.7

20.0

8.99.7
12.8

17.4

1.9
6.9

28.3

1.6

10.9

4.7

10.0

20.0

3.5 5.3

26.5

1 2

15.9

5.1
9.0

19.5

4.0
6.5

17.3

4.7

16.6

2.0 4.1

13.1

1.6
5.0

16.2
12.8

28.9

0

10

20

30

40

50

60

70



31 

 

④その他の障がい者等 

＜障がい者雇用状況別＞ 

全ての区分で「業務適性や能力の把握と適切な作業配分」が最も高く、次いで「従業員の障がい特性の

理解と対応方法」となっている。 

 

 

 

＜今後の障がい者雇用意向別＞ 

＜一定数の雇用を行っており、当面雇用の予定はない＞以外の区分では「業務適性や能力の把握と適切

な作業配分」が最も高く、＜一定数の雇用を行っており、当面雇用の予定はない＞では「従業員の障がい

特性の理解と対応方法」、「業務適性や能力の把握と適切な作業配分」がともに 37％台と高くなっている。 
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全体 (N=1,900) 積極的に障がい者雇用を進めたい (N=42)

不安な点（課題）がある程度解決できれば雇用したい (N=345) 一定数の雇用を行っており、当面雇用の予定はない (N=151)

現状では障がい者の雇用は難しいが、将来的には検討したい (N=352) 障がい者雇用は考えていない (N=582)
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